
  

 
 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 越谷市立川柳小学校 学校だより 令和６年度１０月号 ＜教育理念＞ 
 ・ひとを大切にすること 

 ・ことばを大切にすること

 ・考えて行動すること 

  

 児童数１１６２名 

合言葉  根気 元気 思いやりの川柳小学校 令和６年１０月１日 

１ 火  

２ 水 
１、２年４時間授業  
３～５年生５時間授業  
スポフェス係打合せ 

３ 木  

４ 金  

５ 土  
６ 日  

７ 月  

８ 火  

９ 
水 ２年４時間授業 ４～６年  

クラブ無し５時間授業  
   月曜の時間割 

10 木  

11 

金 1‐5年 4時間授業（給食
あり） 
6年５時間授業 
スポーツフェスティバル準備 

12 土 川柳スポーツフェスティバル 

13 
日 川柳スポーツフェスティバル

予備日（雨の場合３時間授
業） 

14 月 スポーツの日 

15 火 振替休業日 

16 水 クラブ⑧ 

17 木  

18 金  

19 土  

20 日  

21 
月 4 年リユース見学（午前・

午後） 

22 

火 4 年リユース見学（午前・
午後） 
４年生６時間授業 
読み聞かせ（１・６年生） 

23 
水 クラブ⑨  

３年科学技術体験 
１年生活科公園見学 

24 木 3～６年５時間授業 

25 金 ３年科学技術体験② 

26 土  

27 日  

28 月 ３～６年５時間授業 

29 火 
就学時健診(給食なし) 
全学年特別日課 3時間授業 

30 水 委員会⑦ 

31 木  

 

 
県では、教育に関する理解を深めていただくため、11 月

1日を「彩の国教育の日」、11月 1日から 7日までを「彩
の国教育週間」としています。期間中は、県や市町村、学校、
社会教育施設、各種団体等で、学校公開や親子向け体験
教室などの事業が多数実施されます。この機会に事業に参
加して理解を深め、身近な人と「自然」「人」「本」「家族」
「地域」の大切さや思い出について語り合ってみませんか。 
詳しくは県ホームページをご覧ください。 
彩の国教育の日  検索 

１０月２９日（火）に就学時健康診断を行います。全学年

が 11:40ごろの下校となります。 

・校庭を駐輪場として使用します。放課後、学校に遊びに来 

ることはできません。 

・下校後の過ごし方（マナーや交通安全）について、ご家庭 

でもお声かけいただけると幸いです。 

 9月号でもお知らせしたとおり、光陽中学校の校庭で実
施致します。その準備に伴い、１１日（金）は 1～5年生が 
１３:50下校、6年生は 14:50下校となります。普段と下校
時刻が異なる学年もございますのでご確認をお願いいたし
ます。フェスティバル当日の詳細につきましては、後日配付
するプログラムをご覧ください。 

【修学旅行に行ってきました！】 
 6年生が 9月１０日（火）１１日（水）に神奈川県鎌倉・小
田原方面に行ってきました。鎌倉市内のお寺や名所を巡る
班別行動や、寄木細工 
体験、小田原城の見学 
など、思い出に残る旅 
となりました。ルールや 
マナーを守り、自分達で 
考え行動する姿は、さす 
がでした。学んだことをい 
かし、充実した小学校生 
活を過ごしてほしいです。 

実は開校「１５１年」！？ 
校長  岡本 順 

一般的に、地域に古くからある学校は、江戸時代の寺子屋まで歴史をさかのぼる
ことができます。川柳小も創立５７年となっていますが、その歴史をたどると、江
戸時代の寺子屋までさかのぼることができるようです。 
まず、江戸末期には、この地域には、青柳村、伊原村、柿木村、麦塚村の４つの村
があり、それぞれの村に寺子屋が存在したようです。その中で、明治時代に入って
から、青柳村の三蔵院を学び舎として、明治６年（１８７３年）に青柳学校が設立
され、これが川柳小のルーツと考えられます。 
また地名の由来ですが、そもそも、「川柳」は「かわやなぎ」ではありません。こ
れは、江戸末期に存在した上記 4つの村の名前が基になっています。すなわち柿木
村の「か」、伊原村の「は」、青柳村の「や」、麦塚村の「ぎ」から一文字ずつ取って
「かはやぎ」となり、明治 25年（１８９２年）に「川柳村」が成立したとされてお
ります。現在では、その呼び名が変化して「かわやなぎ」となっていると考えられ
ます。 
その後、いくつかの名称変更や校舎（現在の朝日プラザに校舎があった時期もあ
ります）の建設を経て、昭和２２年（１９４７年）４月に川柳村立川柳小学校が設
立されました。 
 ところが、昭和３０年（１９５５年）以降の市町村合併の流れの中で、川柳小は、
草加町と越谷町がそれぞれ資金を出し合って運営する組合形式となり、昭和４０年
（１９６５年）３月３１日にはそれを解消し、それぞれ草加市立川柳小と越谷市立
蒲生小学校に分離したのです。ここで、いったん川柳小の歴史が途絶えてしまった
のです。 
しかし、その後、地元の皆様のさまざまな要望等もあり、昭和４２年（１９６７
年）４月１日に現在の川柳小が設立されました。その当時は現在の北校舎のみで、
開校時の児童数は２４８人、現在の５年３組、４組が職員室だったそうです。また、
東門前にある２本の柳の木は、開校当時に当時の在校生と教職員で植えられたもの
であると聞いております。 
このように、本校の歴史を紐解くと、越谷市立川柳小ができてからは現在まで５
７年ですが、そのルーツをたどれば、開校１５１年ということもできるかもしれま
せん。 
そんな川柳小がますます発展するべく、現在、高学年校舎の建設が進められてい
ます。南中学校敷地内で、いよいよ基礎工事が始まりました。令和８（２０２６年）
年２月には工事が終了し、令和８年（２０２６年）４月には供用開始となる予定で
す。その時には、現在の３・４年生が高学年校舎で学び始めることとなります。そ
の順調なスタートのために、すでに、越谷市教育委員会と連携を図りながら様々な
ことに取り組んでおります。保護者の皆様におかれましては、越谷市教育委員会が
発行する「小中一貫校だより」等をお読みいただき、ご理解を深めていただきます
ようよろしくお願いいたします。 
※今回の川柳地区・川柳小の歴史等については、校長室に残る「創立 30 周年記念
誌 かわやぎ」や越谷市が発行した書物等を基に書かせていただきました。 

【音楽学習発表会・学校公開について】 
１１月２日(土)に 3,4,5 年生の音楽学習発表会（秋の

部）を開催いたします。この日は、1,2,6 年生は授業を行い
ます。また１１月５日（火）～７日（木）の 2，3 校時に学校公
開を行います。子ども達の頑張る姿をぜひご覧ください。 

越谷アルファーズより、バスケットボール 
が寄贈されました。９月２６日には、本校に 
て「あいさつ運動」も行ってくださいました。 
寄贈されたボールは、大切に使用させてい 
ただきます。 


